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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　電子内視鏡が取り付けられて、前記電子内視鏡が出力した出力画像に対して画像処理を
施すプロセッサと、
　前記画像処理において使用される、又は前記電子内視鏡や前記プロセッサの少なくとも
一方の状態確認のために使用される前記電子内視鏡及び前記プロセッサの固有データが記
録され、前記プロセッサに着脱自在に取り付けられる外部記憶部とを備え、
　前記外部記憶部に記録される固有データのうち、使用地域ごとに異なるものは、使用地
域ごとに分けて記録され、
　前記外部記憶部に記録される固有データは、第１データ、第２データ、及び第３データ
を有し、前記第１データにおいては、パソコン又は前記プロセッサを介して随時コンテン
ツの書き換えが可能であって、前記第２データにおいては、特定条件下でパソコン又は前
記プロセッサを介してコンテンツの書き換えが可能であって、前記第３データにおいては
、新たに前記プロセッサに接続される電子内視鏡に対応したデータについての書き足し及
び消去は可能であるが、前記データのコンテンツの書き換えが不可能であって、
　前記電子内視鏡は、前記電子内視鏡が使用される地域の言語に関する情報である使用地
域情報を記憶し、
　前記画像処理は、前記出力画像に言語情報を重畳する処理を含み、
　前記プロセッサは、前記使用地域情報に対応する前記第３データに属するデータを用い
て前記出力画像に重畳する言語を決定する内視鏡装置。
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【請求項２】
　前記プロセッサは、前記プロセッサに前記外部記憶部が取り付けられていない場合、前
記プロセッサの電源をオンにしない請求項１に記載の内視鏡装置。
【請求項３】
　前記外部記憶部に記録される固有データのうち、電子内視鏡ごとに異なるものについて
は、前記プロセッサに接続される電子内視鏡ごとに分けて記録されることを特徴とする請
求項１又は２に記載の内視鏡装置。
【請求項４】
　前記外部記憶部に記録される固有データのうち、前記プロセッサごとに異なるものにつ
いては、前記外部記憶部が取り付けられるプロセッサごとに分けて記録されることを特徴
とする請求項１から３に記載の内視鏡装置。
【請求項５】
　前記プロセッサは、前記電子内視鏡が前記画像処理を行うために使用される固有データ
を有するか否かを判断し、有する場合には、前記電子内視鏡が有する固有データを使用し
て前記画像処理が行われ、有しない場合には、前記外部記憶部に記録された固有データを
使用して前記画像処理が行われることを特徴とする請求項１から４に記載の内視鏡装置。
【請求項６】
　前記第１データは、前記プロセッサにおける画像補正を行うための補正データ、前記電
子内視鏡及び前記プロセッサにおけるゲイン調整を行うためのゲインデータ、前記プロセ
ッサにおける画像信号処理を行うための信号処理データを有することを特徴とする請求項
１から５に記載の内視鏡装置。
【請求項７】
　前記第２データは、前記電子内視鏡におけるマスク処理を行うためのマスクデータを有
することを特徴とする請求項１から６に記載の内視鏡装置。
【請求項８】
　前記第３データは、前記プロセッサに取り付けられた前記電子内視鏡を特定するために
使用されるスコープ名称に関するデータを有することを特徴とする請求項１から７に記載
の内視鏡装置。
【請求項９】
　前記外部記憶部に記録される固有データは、前記電子内視鏡のリース契約状況に関する
データを有することを特徴とする請求項１から８に記載の内視鏡装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、内視鏡装置に関し、特に電子内視鏡及びプロセッサにおいて画像処理で使用
する固有データを記録する装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、電子内視鏡の特性に関する固有データを記録する記憶装置が提案されている。
【０００３】
　特許文献１は、電子内視鏡に、電子内視鏡が有する撮像素子の固有データを記録する記
憶装置を開示する。
【特許文献１】特開平０４－１７６４３２号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、特許文献１の装置は、電子内視鏡が備える記憶装置の記憶容量を超えて固有デ
ータを電子内視鏡に書き込み、これにより固有データを変更する場合に、記憶装置やその
他のハードウェアを交換したり、修理したりする必要があった。プロセッサ内部に記憶装
置を設けた場合でも、同様の問題が生じていた。
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【０００５】
　本発明はこれらの問題に鑑みてなされたものであり、電子内視鏡又はプロセッサが備え
る部材を交換したり修理したりせずに、使用地域に応じた新たなデータを利用可能とする
内視鏡装置を得ることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る内視鏡装置は、電子内視鏡が取り付けられて画像処理を行うプロセッサと
、画像処理において使用される、又は電子内視鏡やプロセッサの少なくとも一方の状態確
認のために使用される電子内視鏡及びプロセッサの固有データが記録されプロセッサに着
脱自在に取り付けられる外部記憶部とを備え、外部記憶部に記録される固有データのうち
、使用地域ごとに異なるものについては、使用地域ごとに分けて記録される。
【０００７】
　好ましくは、外部記憶部に記録される固有データのうち、電子内視鏡ごとに異なるもの
については、プロセッサに接続される電子内視鏡ごとに分けて記録される。
【０００８】
　また、好ましくは、外部記憶部に記録される固有データのうち、プロセッサごとに異な
るものについては、外部記憶部が取り付けられるプロセッサごとに分けて記録される。
【０００９】
　また、好ましくは、プロセッサは、電子内視鏡が画像処理を行うために使用される固有
データを有するか否かを判断し、有する場合には、電子内視鏡が有する固有データを使用
して画像処理が行われ、有しない場合には、外部記憶部に記録された固有データを使用し
て画像処理が行われる。
【００１０】
　また、好ましくは、外部記憶部に記録される固有データは、パソコン又はプロセッサを
介して随時コンテンツの書き換え可能な第１データ、特定条件下でパソコン又はプロセッ
サを介してコンテンツの書き換えが可能な第２データ、及び新たにプロセッサに接続され
る電子内視鏡に対応したデータについての書き足し及び消去は可能であるが、データのコ
ンテンツの書き換えが不可能な第３データを有する。
【００１１】
　さらに好ましくは、第１データは、プロセッサにおける画像補正を行うための補正デー
タ、電子内視鏡及びプロセッサにおけるゲイン調整を行うためのゲインデータ、プロセッ
サにおける画像信号処理を行うための信号処理データを有する。
【００１２】
　また、好ましくは、第２データは、電子内視鏡におけるマスク処理を行うためのマスク
データを有する。
【００１３】
　また、好ましくは、第３データは、プロセッサに取り付けられた電子内視鏡を特定する
ために使用されるスコープ名称に関するデータを有する。
【００１４】
　また、好ましくは、外部記憶部に記録される固有データは、電子内視鏡のリース契約状
況に関するデータを有する。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、電子内視鏡又はプロセッサが備える部材を交換したり修理したりせず
に、使用地域に応じた新たなデータを利用可能とする内視鏡装置を得る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１６】
　以下、本実施形態について、図を用いて説明する。本実施形態にかかる内視鏡装置１は
、電子内視鏡１０、プロセッサ３０、キーボード８０、ＴＶモニタ７０、及び外部記憶部
９０を備える電子内視鏡装置である（図１参照）。
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【００１７】
　電子内視鏡１０は、先端部に対物光学系（不図示）と撮像素子１１などを内蔵し、被写
体である体内などを撮像する。プロセッサ３０は、電子内視鏡１０で撮像された被写体の
画像信号を、ＴＶモニタ７０で観察可能なビデオ信号に変換する。
【００１８】
　電子内視鏡１０で撮像された画像信号がビデオ信号に変換されＴＶモニタ７０で表示さ
れるまでの画像処理において電子内視鏡１０及びプロセッサ３０の各部を調整するために
、及び電子内視鏡１０及びプロセッサ３０の状態確認のために、使用される電子内視鏡１
０及びプロセッサ３０の固有データは、外部記憶部９０に記録される。電子内視鏡１０は
、外部記憶部９０に記録された固有データを読み出す際に、電子内視鏡１０を特定するた
めに必要な固有データ（スコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄ）を記録する
。プロセッサ３０は、外部記憶部９０に記録された固有データを読み出す際に、プロセッ
サ３０を特定するために必要な固有データ（プロセッサ名称データｄｎｐ）を記録する。
【００１９】
　本実施形態における電子内視鏡１０及びプロセッサ３０の状態確認とは、電子内視鏡１
０、プロセッサ３０それぞれの使用時間、修理履歴、オーナー情報、リース契約状況など
、電子内視鏡１０及びプロセッサ３０の使用状況を特定する情報である。
【００２０】
　電子内視鏡１０は、ＣＣＤなどの撮像素子１１、ＡＧＣ（オートゲインコントローラ）
などの第１ゲイン調整部１３、第１加算回路１５、第１タイミング回路１７、マスク生成
回路１９、及び第１制御部２１を有する。電子内視鏡１０は、プロセッサ３０と接続され
る。
【００２１】
　撮像素子１１において撮像により得られた画像信号は、第１ゲイン調整部１３でゲイン
調整される。第１ゲイン調整部１３におけるゲイン調整は、第１外部メモリ９１に記録さ
れたゲインデータｄｇに基づいて行われる。ゲインデータｄｇは、電子内視鏡１０に特有
のゲインに関する情報である。第１制御部２１は、第１制御部２１に記録されたスコープ
名称データｄｎｓに基づいて、第１外部メモリ９１に記録されたゲインデータｄｇのうち
から、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対応したゲインデータｄｇを、第２
制御部４５を介して読み出す。
【００２２】
　ゲインデータｄｇは、使用時などの色あい調整時に設定され、電子内視鏡１０の使用者
によってコンテンツの書き換えが可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄ
ｎｓごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
【００２３】
　第１ゲイン調整部１３でゲイン調整された画像信号は、第１加算回路１５でマスク処理
される。マスク処理は、電子内視鏡１０で撮像された映像の周囲を黒色や青色などで覆う
処理であり、電子内視鏡ごとに且つ映像信号方式ごとにマスクを行う形状や大きさが異な
る。第１加算回路１５におけるマスク処理は、第１外部メモリ９１に記録されたマスクデ
ータｄｍに基づいて行われる。マスクデータｄｍは、電子内視鏡１０に特有のマスク処理
に関する情報である。第１制御部２１は、第１制御部２１に記録されたスコープ名称デー
タｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄに基づいて、第１外部メモリ９１に記録されたマスクデ
ータｄｍのうちから、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄ
ｄに対応したマスクデータｄｍを、第２制御部４５を介して読み出す。
【００２４】
　マスクデータｄｍは、製造時又は修理など設置現場でのサービス対応時に設定され、そ
の後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、電子内視
鏡１０のスコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄごとに、第１外部メモリ９１
に記録される。但し、パスワードなどの特定条件下で、サービス対応者などの特定の者に
よるコンテンツの書き換えが可能である。
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【００２５】
　マスク生成回路１９は、第１制御部２１によって読み出された電子内視鏡１０のスコー
プ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄに対応したマスクデータｄｍに基づく形状、
大きさのマスク画像を生成する。第１タイミング回路１７は、第１制御部２１の制御に基
づき、マスク生成回路１９で生成されたマスク画像を、所定のタイミングで第１加算回路
１５に出力させる。第１加算回路１５は、出力されたマスク画像に基づいてマスク処理を
行う。
【００２６】
　第１制御部２１は、電子内視鏡１０の各部を制御し、プロセッサ３０の第２制御部４５
とシリアル通信する。第１制御部２１は、内部メモリに、電子内視鏡１０のスコープ名称
データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄを記録する。第１制御部２１は、電子内視鏡使用時
間データｔｓを計測し第２制御部４５を介して、第１外部メモリ９１に記録する。
【００２７】
　スコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄを含む電子内視鏡１０の固有データ
は、外部記憶部９０に記録されるため、スコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄ
ｄを特定することで、外部記憶部９０から画像処理などに必要な電子内視鏡１０の固有デ
ータをスコープ名称データｄｎｓに対応して読み出すことが出来る。従って、第１制御部
２１の内部メモリなど、電子内視鏡１０の固有データを記録するための記憶領域を少なく
することが可能になる。また、機能拡張などにより電子内視鏡１０に関する固有データを
書き換える必要がある場合にも、外部記憶部９０に記録された固有データを書き換えるだ
けで済み、電子内視鏡１０のハードウェア交換や修理を行う必要はない。
【００２８】
　なお、本実施形態は、プロセッサ３０に取り付けられた電子内視鏡１０を特定するため
に使用されるスコープ名称に関するデータが、スコープ名称データｄｎｓである形態を説
明するが、電子内視鏡１０のシリアルナンバーｎｓｓなど他のデータであってもよい。
【００２９】
　第１制御部２１に記録される電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓは、プロセッ
サ３０に取り付けられた電子内視鏡１０を特定するために使用され、コンテンツの書き換
えが出来ない状態で製造時に設定される。
【００３０】
　第１外部メモリ９１に記録される電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓは、納品
時やサービス対応時などに、サービス対応者などの特定の者によって設定され、プロセッ
サ３０に接続される可能性のある電子内視鏡について１以上設定され、随時スコープ名称
データｄｎｓについての書き足しや消去が可能な状態で設定される。但し、スコープ名称
データｄｎｓのコンテンツは、電子内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来ない
状態で記録される。
【００３１】
　第１制御部２１に記録される使用地域情報ｄｄは、内視鏡装置１が使用される地域の情
報であり、ＮＴＳＣ（Ｎａｔｉｏｎａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ　Ｃｏｍ
ｍｉｔｔｅｅ）、ＰＡＬ（Ｐｈａｓｅ　Ａｌｔｅｒｎａｔｉｎｇ　Ｌｉｎｅ）又はその他
の映像信号方式など内視鏡装置１が使用する映像信号方式を特定するために使用され、及
びＴＶモニタ７０に表示するメッセージの言語を特定するために使用され、納品時やサー
ビス対応時などに、サービス対応者などの特定の者によってコンテンツの書き換えが出来
ない状態で設定される。
【００３２】
　使用地域情報ｄｄの種別は、例えば、映像信号方式がＮＴＳＣである地域、ＰＡＬであ
る地域、及びその他の地域の３つに分類する方法が考えられる。但し、表示などで使用す
る言語に細かく設定するためには、内視鏡装置１が使用される国ごとに分けるなど更に細
かく分類するのが望ましい。
【００３３】
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　第１外部メモリ９１に記録される電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄは、納品時やサー
ビス対応時などに、サービス対応者などの特定の者によって設定され、プロセッサ３０に
接続され、使用される可能性のある電子内視鏡の使用地域情報ｄｄについて１以上設定さ
れ、随時使用地域情報ｄｄについての書き足しや消去が可能な状態で設定される。但し、
使用地域情報ｄｄのコンテンツは、電子内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来
ない状態で記録される。
【００３４】
　電子内視鏡使用時間データｔｓは、随時更新され、電子内視鏡１０の使用者によってコ
ンテンツの書き換えが可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに
、第１外部メモリ９１に記録される。
【００３５】
　プロセッサ３０は、電子内視鏡１０で撮像された被写体の画像信号を、ＴＶモニタ７０
で観察可能なビデオ信号に変換する。プロセッサ３０は、電子内視鏡１０の先端部を介し
て被写体を照明する。光源５５からの光は、ライトガイド（不図示）を介して先端部から
被写体に照射される。
【００３６】
　プロセッサ３０は、第１、第２絶縁部３１、３２、第２ゲイン調整部３５、補正回路３
７、メモリ部３９、ビデオ画像処理回路４１、第２タイミング回路４３、第２制御部４５
、スコープデータ検知部４７、第２加算回路４９、ビデオアンプ５１、表示回路５３、及
び光源５５を有する。
【００３７】
　第１、第２絶縁部３１、３２は、電子内視鏡１０とプロセッサ３０とが電気的に接続さ
れる部分であり、電子内視鏡１０の患者と接触する部分との絶縁を保つ。
【００３８】
　電子内視鏡１０の第１加算回路１５においてマスク処理された画像信号は、第１絶縁部
３１を介して第１加算回路１５と接続された第２ゲイン調整部３５でゲイン調整される。
第２ゲイン調整部３５におけるゲイン調整は、第１外部メモリ９１に記録されたゲインデ
ータｄｇに基づいて行われる。ゲインデータｄｇは、電子内視鏡１０に特有のゲインに関
する情報である。第２制御部４５が、第１制御部２１に記録されたスコープ名称データｄ
ｎｓに基づいて、第１外部メモリ９１に記録されたゲインデータｄｇのうちから、電子内
視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対応したゲインデータｄｇを読み出す。
【００３９】
　第２ゲイン調整部３５でゲイン調整された画像信号は、補正回路３７で補正処理される
。補正処理は、γ処理、輪郭強調処理、画素欠陥補正、光学補正、ケーブル損失補正、色
マトリクス補正などの画像補正を行う処理であり、電子内視鏡ごとに補正量が異なる。補
正回路３７における補正処理は、第１外部メモリ９１に記録された補正データｄｃに基づ
いて行われる。補正データｄｃは、電子内視鏡１０に特有の補正処理（γ処理、輪郭強調
処理、画素欠陥処理、光学補正、ケーブル損失補正、色マトリクス補正など）に関する情
報（γデータ、輪郭強調量データ、画素欠陥データ、光学特性データ、ケーブル特性デー
タ、色マトリクスデータなど）である。第２制御部４５は、第１制御部２１に記録された
スコープ名称データｄｎｓに基づいて、第１外部メモリ９１に記録された補正データｄｃ
のうちから、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対応した補正データｄｃを読
み出す。
【００４０】
　補正データｄｃは、使用時などの色あい調整時に設定され、電子内視鏡１０の使用者に
よってコンテンツの書き換えが可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎ
ｓごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
【００４１】
　メモリ部３９は、Ｒメモリ部３９Ｒ、Ｇメモリ部３９Ｇ、及びＢメモリ部３９Ｂを有す
る。補正回路３７で補正処理された画像信号は、ＲＧＢごとにメモリ部３９に記録される
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。画像信号のうちＲの信号はＲメモリ部３９Ｒに、Ｇの信号はＧメモリ部３９Ｇに、Ｂの
信号はＢメモリ部３９Ｂに記録される。
【００４２】
　ビデオ画像処理回路４１は、Ｒメモリ部３９Ｒに記録されたＲの信号、Ｇメモリ部３９
Ｇに記録されたＧの信号、及びＢメモリ部３９Ｂに記録されたＢの信号について、コンポ
ジット信号、Ｙ／Ｃ分離信号などのビデオ信号に変換する（信号処理）。ビデオ画像処理
回路４１における信号処理は、第１外部メモリ９１に記録された信号処理データｄｓに基
づいて行われる。信号処理データｄｓは、画像信号を処理するための電子内視鏡１０及び
映像信号方式ごとに特有の情報である。第２制御部４５は、第１制御部２１に記録された
スコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄに基づいて、第１外部メモリ９１に記
録された信号処理データｄｓのうちから、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓ、
及び使用地域情報ｄｄに対応した信号処理データｄｓを読み出す。
【００４３】
　信号処理データｄｓは、使用時などの色あい調整時に設定され、電子内視鏡１０の使用
者によってコンテンツの書き換えが可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データ
ｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
【００４４】
　第２タイミング回路４３は、第２制御部４５の制御に基づいて、タイミングパルスを補
正回路３７、メモリ部３９、及びビデオ画像処理回路４１に出力し、各部の処理タイミン
グを制御する。
【００４５】
　第２制御部４５は、プロセッサ３０の各部を制御し、電子内視鏡１０の第１制御部２１
とシリアル通信する。第２制御部４５は、内部メモリに、プロセッサ３０のプロセッサ名
称データｄｎｐを記録する。第２制御部４５は、ランプ使用時間データｔｌ、プロセッサ
使用時間データｔｐを計測し第１外部メモリ９１に記録する。第２制御部４５は、プロセ
ッサ３０に接続された周辺機器に関するデータｄｐを検知手段（不図示）から取得し、第
１外部メモリ９１に記録する。
【００４６】
　プロセッサ名称データｄｎｐを含むプロセッサ３０の固有データは、外部記憶部９０に
記録されるため、プロセッサ名称データｄｎｐを特定することで、外部記憶部９０から画
像処理などに必要なプロセッサ３０の固有データをプロセッサ名称データｄｎｐに対応し
て読み出すことが出来る。従って、第２制御部４５の内部メモリなど、プロセッサ３０の
固有データを記録するための記憶領域を少なくすることが可能になる。また、機能拡張な
どによりプロセッサ３０に関する固有データを書き換える必要がある場合にも、外部記憶
部９０に記録された固有データを書き換えるだけで済み、プロセッサ３０のハードウェア
交換や修理を行う必要はない。
【００４７】
　なお、本実施形態は、外部記憶部９０が取り付けられたプロセッサ３０を特定するため
に使用されるプロセッサ名称に関するデータが、プロセッサ名称データｄｎｐである形態
を説明するが、プロセッサ３０のシリアルナンバーｎｓｐなど他のデータであってもよい
。
【００４８】
　第２制御部４５に記録されるプロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐは、外部記
憶部９０が取り付けられたプロセッサ３０を特定するために使用され、コンテンツの書き
換えが出来ない状態で製造時に設定される。
【００４９】
　第１外部メモリ９１に記録されるプロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐは、納
品時やサービス対応時などに、サービス対応者などの特定の者によって設定され、外部記
憶部９０を取り付ける可能性のあるプロセッサについて１以上設定され、随時プロセッサ
名称データｄｎｐについての書き足しや消去が可能な状態で設定される。但し、プロセッ
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サ名称データｄｎｐのコンテンツは、電子内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出
来ない状態で記録される。
【００５０】
　ランプ使用時間データｔｌ、プロセッサ使用時間データｔｐ、周辺機器に関するデータ
ｄｐは、随時更新され、電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが可能な
状態で、プロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐごとに、第１外部メモリ９１に記
録される。
【００５１】
　スコープデータ検知部４７は、第２絶縁部３２を介して、第１制御部２１に記録された
スコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄを検知する。スコープデータ検知部４
７は、第１制御部２１が他の固有データを記録している場合には、他の固有データを検知
する。検知された他の固有データは、第２制御部４５による第２ゲイン調整部３５のゲイ
ン調整などの画像処理などに使用される。電子内視鏡１０、及びプロセッサ３０は、電子
内視鏡１０が、マスクデータｄｍなど画像処理などに必要な固有データを有する場合には
、電子内視鏡１０が有する固有データを使って画像処理などを行い、電子内視鏡１０が、
スコープ名称データｄｎｓなどプロセッサ３０に取り付けられた電子内視鏡１０を特定す
るための固有データ（スコープ名称データｄｎｓ、使用地域情報ｄｄ）だけを有する場合
には、外部記憶部９０にある固有データを使って画像処理などを行う。これにより、プロ
セッサ３０に取り付ける電子内視鏡の互換性を維持することが可能になる。
【００５２】
　第２加算回路４９は、ビデオ画像処理回路４１において変換されたビデオ信号に、表示
回路５３において生成された表示内容を加算（重ね合わせ）する。加算されたビデオ信号
は、ビデオアンプ５１にて増幅された後、所定のタイミングでＴＶモニタ７０に出力され
る。
【００５３】
　表示回路５３は、スコープ名称表示、使用可否表示、メッセージ表示など、ビデオ信号
に加えて表示する信号を、使用地域情報ｄｄに基づいて生成する回路である。使用地域情
報ｄｄに基づいてとは、映像信号方式に対応した表示サイズ、使用地域に対応した表示言
語を調整する意である。
【００５４】
　スコープ名称表示は、第２制御部４５が第１制御部２１に記録されたスコープ名称デー
タｄｎｓに基づいて行われる。使用可否表示、メッセージ表示は、接続された電子内視鏡
１０についてリース契約状況に応じて、使用可否や、これに関するメッセージの表示であ
り、第１制御部２１のスコープ名称データｄｎｓに対応したライセンスデータｄｌに基づ
いて行われる。ライセンスデータｄｌは、電子内視鏡１０のリース契約状況に関する情報
である。第２制御部４５は、第１制御部２１に記録されたスコープ名称データｄｎｓに基
づいて、第２外部メモリ９２に記録されたライセンスデータｄｌのうちから、電子内視鏡
１０のスコープ名称データｄｎｓに対応したライセンスデータｄｌを読み出す。
【００５５】
　電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対応したライセンスデータｄｌが無い場
合やリース契約期間外の場合など、リース契約状況が現時点で電子内視鏡１０を使用する
のに十分でない場合には、電子内視鏡１０を使用することが出来ない旨の使用不可メッセ
ージをＴＶモニタ７０に表示させる。十分である場合には、使用出来る旨の使用可能メッ
セージをＴＶモニタ７０に表示させる。第２制御部４５は、ライセンスデータｄｌに基づ
き、リース契約状況に応じた使用可否を判断し、第１外部メモリ９１に記録された使用可
否メッセージデータｄｕを読み出し、使用不可メッセージまたは使用可能メッセージをＴ
Ｖモニタ７０に表示させる。図１は、ＴＶモニタ７０で使用不可メッセージとして“ＮＧ
”を表示する形態を示す。
【００５６】
　電子内視鏡１０のライセンスデータｄｌは、サービス対応者など特定の者によって設定
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され、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、
電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに、第２外部メモリ９２に記録される。
但し、パスワードなどの特定条件下で、特定の者によるコンテンツの書き換えが可能であ
る。
【００５７】
　使用可否メッセージデータｄｕは、納品時やサービス対応時などに、サービス対応者な
どの特定の者によって設定され、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書
き換えが出来ない状態で、様々な表示言語に対応するため使用地域情報ｄｄごとに、第１
外部メモリ９１に記録される。但し、パスワードなどの特定条件下で、特定の者によるコ
ンテンツの書き換えが可能である。使用可否メッセージデータｄｕは、リース契約状況に
基づく使用可否の他、他の条件に基づく使用可否メッセージに使用されてもよい。
【００５８】
　表示回路５３におけるメッセージ表示は、リース契約状況に基づく使用可否に関するも
のの他、電子内視鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔ、撮像素子１１のセンサタイプデ
ータｄｓｓ、電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、プロセッサ３０の修理履歴データ
ｄｒｐ、電子内視鏡１０のオーナーデータｄｏｓ、プロセッサ３０のオーナーデータｄｏ
ｐ、ランプ使用時間データｔｌ、電子内視鏡使用時間データｔｓ、プロセッサ使用時間デ
ータｔｐ、電子内視鏡１０のシリアルナンバーｎｓｓ、プロセッサ３０のシリアルナンバ
ーｎｓｐ、電子内視鏡１０の洗浄データｄｗ、プロセッサ３０に接続された周辺機器に関
するデータｄｐ、表示キャラクタデータｄｃｈに基づいて行われる。
【００５９】
　表示回路５３におけるメッセージ表示に使用されるスコープタイプデータｄｓｔなどの
固有データは、画像処理におけるメッセージ表示の他、サービス対応時などにおける電子
内視鏡１０及びプロセッサ３０の状態確認の為にも使用される。状態確認とは、電子内視
鏡１０やプロセッサ３０の機種分類、修理状況、及び使用状況など、各部の使用状態を確
認する意である。
【００６０】
　電子内視鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔは、第２制御部４５が、第１制御部２１
に記録されたスコープ名称データｄｎｓに基づいて、第１外部メモリ９１に記録されたス
コープタイプデータｄｓｔのうちから、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対
応したスコープタイプデータｄｓｔを読み出すことにより得られる。撮像素子１１のセン
サタイプデータｄｓｓ、電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、電子内視鏡１０のオー
ナーデータｄｏｓ、電子内視鏡使用時間データｔｓ、電子内視鏡１０のシリアルナンバー
ｎｓｓ、及び電子内視鏡１０の洗浄データｄｗについても同様である。
【００６１】
　プロセッサ３０の修理履歴データｄｒｐは、第２制御部４５が、第２制御部４５に記録
されたプロセッサ名称データｄｎｐに基づいて、第１外部メモリ９１に記録されたプロセ
ッサ３０の修理履歴データｄｒｐのうちから、プロセッサ３０のプロセッサ名称データｄ
ｎｐに対応した修理履歴データｄｒｐを読み出すことにより得られる。プロセッサ３０の
オーナーデータｄｏｐ、ランプ使用時間データｔｌ、プロセッサ使用時間データｔｐ、プ
ロセッサ３０のシリアルナンバーｎｓｐ、プロセッサ３０に接続された周辺機器に関する
データｄｐについても同様である。
【００６２】
　表示キャラクタデータｄｃｈは、第２制御部４５が、第１外部メモリ９１に記録された
表示キャラクタデータｄｃｈの中から、電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄに対応した表
示キャラクタデータｄｃｈ、又は使用地域に関わらず共通に使用される共通データとして
記録された表示キャラクタデータｄｃｈを読み出すことにより得られる。
【００６３】
　電子内視鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔ、撮像素子１１のセンサタイプデータｄ
ｓｓ、電子内視鏡１０のシリアルナンバーｎｓｓは、納品時やサービス対応時などに、サ
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ービス対応者などの特定の者によって設定され、プロセッサ３０に接続される可能性のあ
る電子内視鏡について１以上設定され、随時スコープタイプデータｄｓｔなどについての
書き足しや消去が可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに、設
定される。但し、電子内視鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔ、撮像素子１１のセンサ
タイプデータｄｓｓ、電子内視鏡１０のシリアルナンバーｎｓｓのコンテンツは、電子内
視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来ない状態で記録される。
【００６４】
　プロセッサ３０のシリアルナンバーｎｓｐは、納品時やサービス対応時などに、サービ
ス対応者などの特定の者によって設定され、外部記憶部９０が取り付けられる可能性のあ
るプロセッサについて１以上設定され、随時プロセッサのシリアルナンバーｎｓｐについ
ての書き足しや消去が可能な状態で、プロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐごと
に、設定される。但し、プロセッサ３０のシリアルナンバーｎｓｐのコンテンツは、電子
内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来ない状態で記録される。
【００６５】
　電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、及びプロセッサ３０の修理履歴データｄｒｐ
は、修理時にパソコン又はプロセッサ３０及びキーボード８０を介して入力される。電子
内視鏡１０の洗浄データｄｗは、電子内視鏡１０の洗浄時に、パソコン又はプロセッサ３
０及びキーボード８０を介して行われる。
【００６６】
　電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓは、サービス対応者など特定の者によって設定
され、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、
電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
プロセッサ３０の修理履歴データｄｒｐは、サービス対応者など特定の者によって設定さ
れ、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、プ
ロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
但し、パスワードなどの特定条件下で、特定の者によるコンテンツの書き換えが可能であ
る。
【００６７】
　電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、及びプロセッサ３０の修理履歴データｄｒｐ
、電子内視鏡１０の洗浄データｄｗなど言葉による説明を有するコンテンツに関する情報
については、複数の言語で記載しておき、様々な表示言語に対応するため使用地域データ
ｄｄごとに記録する形態であってもよい。
【００６８】
　電子内視鏡１０の洗浄データｄｗは、随時更新され、電子内視鏡１０の使用者によって
コンテンツの書き換えが可能な状態で、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごと
に、第１外部メモリ９１に記録される。
【００６９】
　電子内視鏡１０のオーナーデータｄｏｓ、及びプロセッサ３０のオーナーデータｄｏｐ
は、それぞれのオーナーが変更される時にパソコン又はプロセッサ３０及びキーボード８
０を介して入力される。
【００７０】
　電子内視鏡１０のオーナーデータｄｏｓは、サービス対応者など特定の者によって設定
され、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、
電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
プロセッサ３０のオーナーデータｄｏｐは、サービス対応者など特定の者によって設定さ
れ、その後電子内視鏡１０の使用者によってコンテンツの書き換えが出来ない状態で、プ
ロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
但し、パスワードなどの特定条件下で、特定の者によるコンテンツの書き換えが可能であ
る。
【００７１】
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　表示キャラクタデータｄｃｈは、納品時やサービス対応時などに、サービス対応者など
の特定の者によって設定され、プロセッサ３０を介してＴＶモニタ７０に表示される可能
性のあるキャラクタについて１以上設定され、随時表示キャラクタデータｄｃｈについて
の書き足しや消去が可能な状態で、電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄごとに、第１外部
メモリ９１に記録される。但し、電子内視鏡１０の表示キャラクタデータｄｃｈのコンテ
ンツは、電子内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来ない状態で記録される。ま
た、表示キャラクタデータｄｃｈのうち、使用地域に関わらず共通に使用されるものにつ
いては、使用地域情報ｄｄごとでなく、共通データとして第１外部メモリ９１に記録され
る。
【００７２】
　光源５５は、ライトガイド（不図示）を介して電子内視鏡１０の先端部から被写体に照
射する光を照射する。
【００７３】
　キーボード８０は、プロセッサ３０の操作に使用される入力装置である。キーボード８
０に対応するキーボードコード設定は、第２制御部４５が、第１外部メモリ９１に記録さ
れたキーボードコードデータｄｋの中から、電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄに対応し
接続されたキーボード８０に合うキーボードコードデータｄｋを読み出すことにより行わ
れる。第１外部メモリ９１に記録されたキーボードコードデータｄｋの中に、電子内視鏡
１０の使用地域情報ｄｄに対応し接続されたキーボード８０に合うキーボードコードデー
タｄｋが無い場合には、表示回路５３を介して、その旨の表示（使用不可メッセージ）を
行う。
【００７４】
　キーボードコードデータｄｋは、納品時やサービス対応時などに、サービス対応者など
の特定の者によって設定され、プロセッサ３０に接続される可能性のあるキーボードに対
応するキーボードコードについて１以上設定され、随時キーボードコードデータｄｋにつ
いての書き足しや消去が可能な状態で、電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄごとに、第１
外部メモリ９１に記録される。但し、キーボードコードデータｄｋのコンテンツは、電子
内視鏡１０の使用者などによって、書き換え出来ない状態で記録される。
【００７５】
　外部記憶部９０は、プロセッサ３０に接続される１以上の電子内視鏡１０の固有データ
に関する情報、及びプロセッサ３０の固有データを記録するメモリで、第１、第２外部メ
モリ９１、９２を有する。外部記憶部９０は、プロセッサ３０と着脱可能であり、データ
の書き込みは、プロセッサ３０またはパソコンを介して行われる。外部記憶部９０は、プ
ロセッサ３０の前面または背面で着脱可能にされるのが望ましい。
【００７６】
　外部記憶部９０がプロセッサ３０から取り外された場合には、プロセッサ３０の電源が
オン状態にならないように設定される。
【００７７】
　本実施形態では、外部記憶部９０が取り付けられるプロセッサが複数考えられる場合に
ついて説明したが、外部記憶部９０が取り付けられるプロセッサ３０は予め決められてい
てもよい。この場合は、プロセッサ３０と外部記憶部９０との間で取り付けられた機器を
特定するための共通の固有データ（プロセッサ名称データｄｎｐ）を、プロセッサ３０の
第２制御部４５に記録しておく必要はない。但し、この場合でも、プロセッサ３０に取り
付けられる電子内視鏡１０は複数考えられるため、電子内視鏡１０と外部記憶部９０との
間で取り付けられた機器を特定するための共通の固有データ（スコープ名称データｄｎｓ
、及び使用地域情報ｄｄ）を、電子内視鏡１０の第１制御部２１などに記録しておく必要
がある。
【００７８】
　外部記憶部９０は、プロセッサ３０の二次回路（画像信号処理回路）と接続される。従
って、二次回路と絶縁された電子内視鏡１０の患者と接触する回路との絶縁を維持するこ
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とが可能になる。また、電子内視鏡１０とプロセッサ３０との間の信号線を従来システム
よりも増やす必要はない。
【００７９】
　第１外部メモリ９１に記録される固有データは、パソコン又はプロセッサ３０を介して
随時コンテンツの書き換え可能な第１データＤ１、パスワードを使用するなど特定条件下
でサービス対応者など特定の者だけがパソコン又はプロセッサ３０を介してコンテンツの
書き換えが可能な第２データＤ２、サービス対応時などに設定されその後新たな電子内視
鏡１０のスコープ名称データｄｎｓに対応したデータの書き足し及び消去は可能であるが
、各データのコンテンツの書き換えが不可能な第３データＤ３を有する。
【００８０】
　第２外部メモリ９２に記録される固有データは、パスワードを使用するなど特定条件下
でサービス対応者など特定の者だけがパソコン又はプロセッサ３０を介してコンテンツの
書き換えが可能な第４データＤ４を有する。
【００８１】
　第１外部メモリ９１は、第１データＤ１として、補正データｄｃ（γデータ、輪郭強調
量データ、画素欠陥データ、光学特性データ、ケーブル特性データ、色マトリクスデータ
など）、ゲインデータｄｇ（色情報ゲインデータ）、電子内視鏡１０の洗浄データｄｗ、
ランプ使用時間データｔｌ、プロセッサ使用時間データｔｐ、電子内視鏡使用時間データ
ｔｓ、周辺機器に関するデータｄｐ、及び信号処理データｄｓを有する。
【００８２】
　第１外部メモリ９１は、第２データＤ２として、マスクデータｄｍ、プロセッサ３０の
オーナーデータｄｏｐ、電子内視鏡１０のオーナーデータｄｏｓ、プロセッサ３０の修理
履歴データｄｒｐ、電子内視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、及び使用可否メッセージデ
ータｄｕを有する。
【００８３】
　第１外部メモリ９１は、第３データＤ３として、キーボードコードデータｄｋ、撮像素
子１１のセンサタイプデータｄｓｓ、電子内視鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔ、表
示キャラクタデータｄｃｈ、スコープ名称データｄｎｓ、プロセッサ３０のシリアルナン
バーｎｓｐ、電子内視鏡１０のシリアルナンバーｎｓｓ、及び使用地域情報ｄｄを有する
。
【００８４】
　第２外部メモリ９２は、第４データＤ４として、ライセンスデータｄｌを有する。
【００８５】
　外部記憶部９０に記録される固有データのうち、コンテンツが電子内視鏡１０ごとに異
なるものついては、電子内視鏡１０のスコープ名称データｄｎｓごとに分けて記録される
。本実施形態では、電子内視鏡１０ごとに異なる固有データとして、補正データｄｃ、ゲ
インデータｄｇ、電子内視鏡１０の洗浄データｄｗ、電子内視鏡使用時間データｔｓ、信
号処理データｄｓ、マスクデータｄｍ、電子内視鏡１０のオーナーデータｄｏｓ、電子内
視鏡１０の修理履歴データｄｒｓ、撮像素子１１のセンサタイプデータｄｓｓ、電子内視
鏡１０のスコープタイプデータｄｓｔ、スコープ名称データｄｎｓ、電子内視鏡１０のシ
リアルナンバーｎｓｓ、及びライセンスデータｄｌが、電子内視鏡１０のスコープ名称デ
ータｄｎｓごとに分けて記録される。
【００８６】
　コンテンツが使用地域情報ｄｄごとに異なる信号処理データｄｓ、マスクデータｄｍに
ついては、さらに使用地域情報ｄｄごとに分けて記録される。
【００８７】
　外部記憶部９０に記録される固有データのうち、コンテンツがプロセッサ３０ごとに異
なるものについては、プロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐごとに分けて記録さ
れる。本実施形態では、プロセッサ３０ごとに異なる固有データとして、ランプ使用時間
データｔｌ、プロセッサ使用時間データｔｐ、周辺機器に関するデータｄｐ、プロセッサ
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３０のオーナーデータｄｏｐ、プロセッサ３０の修理履歴データｄｒｐ、プロセッサ名称
データｄｎｐ、及びプロセッサ３０のシリアルナンバーｎｓｐが、プロセッサ３０のプロ
セッサ名称データｄｎｐごとに分けて記録される。
【００８８】
　外部記憶部９０に記録される固有データのうち、コンテンツが電子内視鏡１０のスコー
プ名称データｄｎｓ、及びプロセッサ３０のプロセッサ名称データｄｎｐに関わらず共通
に使用されるものについては、スコープ名称データｄｎｓ、及びプロセッサ名称データｄ
ｎｐと関連しないで記録される。本実施形態では、使用可否メッセージデータｄｕ、キー
ボードコードデータｄｋ、及び表示キャラクタデータｄｃｈが、共通に使用される固有デ
ータとして記録される。
【００８９】
　但し、使用可否メッセージデータｄｕ、及びキーボードコードデータｄｋについては、
電子内視鏡１０の使用地域情報ｄｄごとに、第１外部メモリ９１に記録される。また、表
示キャラクタデータｄｃｈのうち、使用地域に対応して使用されるものについては、使用
地域情報ｄｄごとごとに、第１外部メモリ９１に記録される。
【００９０】
　次に、外部記憶部９０に記録された電子内視鏡１０に関する固有データを読み出して、
プロセッサ３０の設定を行う手順を図２のフローチャートを用いて説明する。
【００９１】
　電子内視鏡１０がプロセッサ３０に接続され、電源がオン状態にされると、ステップＳ
３１で、第２制御部４５の制御の下、スコープデータ検知部４７により、第１制御部２１
（及び第１制御部２１に接続されたメモリ）に記録されたデータが検知される。但し、プ
ロセッサ３０に外部記憶部９０が取り付けられていない場合には、電源がオン状態にされ
ない。ステップＳ３２で、第２制御部４５により、ステップＳ３１で検知したデータが、
電子内視鏡１０の固有データ（補正データｄｃなど）を有しているか否かが判断される。
【００９２】
　ステップＳ３２の判断で固有データを有している場合は、ステップＳ３３で、第２制御
部４５により、第１制御部２１（及び第１制御部２１に接続されたメモリ）に記録されて
いる固有データが読み出される。ステップＳ３４で、読み出された固有データに基づいて
、プロセッサ３０の各部の動作が行われる。例えば、補正データｄｃに基づいて、プロセ
ッサ３０の補正回路３７における画像補正処理が行われる。
【００９３】
　ステップＳ３２の判断で固有データを有していない場合は、ステップＳ３５で、第２制
御部４５により、ステップＳ３１で検知したデータが、スコープ名称データｄｎｓ、及び
使用地域情報ｄｄを有し、外部記憶部９０が検知したスコープ名称データｄｎｓ、及び使
用地域情報ｄｄに対応する固有データを有するか否かが判断される。
【００９４】
　ステップＳ３５の判断で固有データを有する場合には、ステップＳ３６で、外部記憶部
９０に記録された固有データが読み出され、ステップＳ３４に進められる。
【００９５】
　ステップＳ３５の判断で固有データを有しない場合は、ステップＳ３７で、プロセッサ
３０が使用可能状態に出来ないとして、使用可否メッセージデータｄｕを第１外部メモリ
９１から読み出して、ＴＶモニタ７０に警告表示がされる。
【００９６】
　外部記憶部９０に記録されたプロセッサ３０に関するデータを読み出して、プロセッサ
３０の設定を行う場合には、ステップＳ３２、Ｓ３３の手順が省略される。
【００９７】
　次に、外部記憶部９０に記録された電子内視鏡１０及びプロセッサ３０に関する固有デ
ータを読み出して電子内視鏡１０の設定を行う手順を図３のフローチャートを用いて説明
する。
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【００９８】
　電子内視鏡１０がプロセッサ３０に接続され、電源がオン状態にされると、ステップＳ
５１で、第２制御部４５の制御の下、スコープデータ検知部４７により、第１制御部２１
に記録されたスコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄが検知される。但し、プ
ロセッサ３０に外部記憶部９０が取り付けられていない場合には、電源がオン状態にされ
ない。ステップＳ５２で、第２制御部４５により、第１外部メモリ９１がステップＳ５１
で検知したスコープ名称データｄｎｓ、及び使用地域情報ｄｄに対応する固有データを有
するか否かが判断される。
【００９９】
　ステップＳ５２の判断で、固有データを有する場合は、ステップＳ５３で、第２外部メ
モリ９２がステップＳ５１で検知したスコープ名称データｄｎｓに対応するライセンスデ
ータｄｌを有するか否かが判断される。
【０１００】
　ステップＳ５３の判断で、ライセンスデータｄｌを有しており、リース契約状況が現時
点で電子内視鏡１０を使用するのに十分である場合は、ステップＳ５４で、第１外部メモ
リ９１に記録された固有データが読み出される。ステップＳ５５で、読み出された固有デ
ータに基づいて、電子内視鏡１０の各部の動作が行われる。例えば、第１外部メモリ９１
に記録されたマスクデータｄｍに基づいて、電子内視鏡１０のマスク生成回路１９におけ
るマスク処理が行われる。
【０１０１】
　ステップＳ５２の判断で、固有データを有しない場合、ステップＳ５３の判断で、ライ
センスデータｄｌを有していない場合、及びリース契約状況が現時点で電子内視鏡１０を
使用するのに不十分である場合は、ステップＳ５６で、電子内視鏡１０及びプロセッサ３
０が使用可能状態に出来ないとして、使用可否メッセージデータｄｕを第１外部メモリ９
１から読み出して、ＴＶモニタ７０に警告表示がされる。
【０１０２】
　本実施形態では、プロセッサ３０から着脱可能な外部記憶部９０に、電子内視鏡１０、
及びプロセッサ３０の固有データが記録される。そのため、電子内視鏡１０は、固有デー
タとして、電子内視鏡１０を特定するための情報（例えば、スコープ名称データｄｎｓ、
及び使用地域情報ｄｄ）だけを第１制御部２１のメモリなどに記録しておけばよいし、プ
ロセッサ３０は、固有データとして、プロセッサ３０を特定する為の情報（例えば、プロ
セッサ名称データｄｎｐ）だけを第２制御部４５のメモリなどに記録しておけばよい。こ
れにより、従来、電子内視鏡１０、及びプロセッサ３０に記録しておく必要があった固有
データの記憶領域を大幅に削減することが可能になる。
【０１０３】
　また、外部記憶部９０は、着脱可能でパソコンを介してデータの書き込みが可能である
ため、取り付ける電子内視鏡１０の種類が増えた場合など内視鏡装置１の機能拡張を行う
ための外部記憶部９０の記録内容の書き換え作業を、プロセッサ３０内のメモリ増設など
の作業を伴わず、簡素化することが可能になる。
【０１０４】
　また、外部記憶部９０のメモリ容量に応じて、使用可否をＴＶモニタ７０に表示するた
めの使用可否メッセージデータのコンテンツ量を調整することが可能である。従って、メ
モリ容量を増やすことにより、使用出来ない旨のメッセージについて、使用出来ない理由
などを詳しくＴＶモニタ７０に表示させることが可能になる。
【０１０５】
　また、外部記憶部９０は、第２外部メモリ９２にリース契約状況に関する情報を有して
おり、リース契約状況に応じた電子内視鏡１０の使用可否制御についても利用することが
可能になる。また、リース契約状況についての更新作業については、プロセッサ３０から
取り外した外部記憶部９０の記録内容をパソコンを介して書き換えることが可能である。
【図面の簡単な説明】
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【０１０６】
【図１】本実施形態における内視鏡装置の構成図である。
【図２】外部記憶部に記録された電子内視鏡に関する固有データを読み出して、プロセッ
サの設定を行う手順を示すフローチャートである。
【図３】外部記憶部に記録された電子内視鏡及びプロセッサに関する固有データを読み出
して電子内視鏡の設定を行う手順を示すフローチャートである。
【符号の説明】
【０１０７】
　１　内視鏡装置
　１０　電子内視鏡
　１１　撮像素子
　１３　第１ゲイン調整部
　１５　第１加算回路
　１７　第１タイミング回路
　１９　マスク生成回路
　２１　第１制御部
　３０　プロセッサ
　３１、３２　第１、第２絶縁部
　３５　第２ゲイン調整部
　３７　補正回路
　３９　メモリ部
　３９Ｒ　Ｒメモリ部
　３９Ｇ　Ｇメモリ部
　３９Ｂ　Ｂメモリ部
　４１　ビデオ画像処理回路
　４３　第２タイミング回路
　４５　第２制御部
　４７　スコープデータ検知部
　４９　第２加算回路
　５１　ビデオアンプ
　５３　表示回路
　５５　光源
　９０　外部記憶部
　９１、９２　第１、第２外部メモリ
　ｄｃ　補正データ
　ｄｃｈ　表示キャラクタデータ
　ｄｄ　使用地域情報
　ｄｇ　ゲインデータ
　ｄｋ　キーボードコードデータ
　ｄｌ　ライセンスデータ
　ｄｍ　マスクデータ
　ｄｎｐ　プロセッサ名称データ
　ｄｎｓ　スコープ名称データ
　ｄｏｐ　プロセッサのオーナーデータ
　ｄｏｓ　電子内視鏡のオーナーデータ
　ｄｐ　周辺機器に関するデータ
　ｄｒｐ　プロセッサの修理履歴データ
　ｄｒｓ　電子内視鏡の修理履歴データ
　ｄｓ　信号処理データ
　ｄｓｓ　撮像素子のセンサタイプデータ
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　ｄｓｔ　電子内視鏡のスコープタイプデータ
　ｄｕ　使用可否メッセージデータ
　ｄｗ　電子内視鏡の洗浄データ
　ｎｓｐ　プロセッサのシリアルナンバー
　ｎｓｓ　電子内視鏡のシリアルナンバー
　ｔｌ　ランプ使用時間データ
　ｔｐ　プロセッサ使用時間データ
　ｔｓ　電子内視鏡使用時間データ

【図１】 【図２】
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【図３】
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